第 1 号 





会 員 の 皆様 に は 、 益々 御 清栄 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 
章介 は 、 皆様 の 御 支 援 ・ 御 協力 を 賜り 、 設立 より 7 年 目 を 迎え る こと が で きま し た 。 本 号 で は 、 去る 7 月 4 
に 開催 され た 平成 2 お 年 度 総会 、 第 1 回 ラウ ンド テー ブル を 中 心 に ご 報告 いた し ます 。 





平成 26 年 度 総会 











平成 26 年 7 月 4 日 ( 金 ) の 15 時 か ら 、 ホ テル 東日本 盛岡 に お いて 、 会 員 ほ か 約 100 名 の 出席 を 得 て 平 成 26 年 
度 総 会 を 開催 し 、 平 成 25 年 度 実績 報告 、 平 成 26 年 度 活動 計画 が 承認 され まし た 。 

また 、 昨 年 度 で ラウ ンド テー ブル メン バー を 退任 され た 、 い わ て 産業 振興 セン ター の 藤井 克己 顧問 兼 連携 推進 
セン ター 長 か ら 御 換 拶 いた だ きま し た 。 

第 2 部 で は 、 ツ ソチ オリ ン ピ ッ ク カ ー リ ング 日 本 代表 の 苫米地 美智 子 選 手 と 県 カー リン グ 協 会 の 浪岡 会 長 の お 二 
人 に 「 カ ー リ ング と 地域 づく り 」 と 題し て クロ スト ー ク を し て いた だ きま し た 。 お 二 人 の 息 の 合 っ た か け あ い に 
会 場 は 大 い に 盛 り 上 が り ま し た 。 



































岩手 大 学 の 堺 茂 樹 学長 バボ ラウ ンド テ ー ブ ル メン バー に 就任 され る こと に な り ま し た 。 











今後 2 年 間 の 共同 代表 は 、 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 会 の 谷村 会 長 、 岩 手 経 済 同友 会 の 高橋 代表 幹事 、 岩 手 大 学 の 
堺 学長 、 達 増 知事 が 務め る こと に な り ま し た 。 











総会 第 2 部 の クロ スト ー ク を 踏ま そる て 、 国 体 ・ 大 会 を 希望 郷 い わ て の 
創造 に どの よう に つなげ て いく か 議論 され 、 お も て な し や 選手 強化 、 復 
興 支 援 へ の 感謝 の 伝達 な ど 、 幅 広い 意見 が 出さ れ ま し た 。 

県 民 一 人 ひと り が 主役 と な る 国体 を 目指 し 、 機 構 と し て も 盛り 上 げ を 
羽 っ て いく こと と な り ま し た 。 






















































































な お 、 総 会 ・RT の 概要 及び 資料 は 、 機 構 の ホー ムペ ー ジ か ら 御 覧 くだ さい 。 


平成 26 年 度 活動 計画 
| 活動 方 針 


1 平成 26 年 度 は 機構 の 第 2 フェ ー ズ (概ね H24~-H26) の 最終 年 と し て 、 県 民 運 動 と 部 会 活動 等 に 取 
り 組み 、 成 果 を あげ る こと で 、 復 興 と その 先 に ある 希望 郷 い わ て の 実現 を 図る 。 
2 機構 の 活動 内 容 の 周知 を 図る た め 、 引 き 続 き 積極 的 な 情報 発信 を 行う 。 


















































上 活動 計画 
1 県 民 運 動 の 推進 





県 民 運 動 主 な 取組 
2016 希望 卿 いわ て 国体 ・ 大 会 開催 に 係る 協力 | ・ 各 種 媒 体 を 活用 し た 周知 ・PR 
・ 花 いっ ぱい 運動 や クリ ー ン アッ プ 運 動 な ど へ の 参加 
・ 関 連 グ ッ ズ の 開発 、 販 売 
I LC の 建設 実現 に 向け た 取組 ・1I LC の 理解 増進 
・ 加 速 器 を は じ め と し た 関連 産業 の 産業 化 、 参 入 の 検討 




























































































































































































































































































・ 関 係 各 所 に 対す る 日 本 誘致 に 係る 働き 掛け 
台湾 と の 定期 便 の 就航 ・ 総 会 や 印刷 物 等 で の 周知 ・PR 
・ 積 極 的 な 利用 (勧奨 ) 
「 平 泉 世界 遺産 の 日 」 に 関す る 取組 ・ 平 泉 に 関す る イベ ント や 講座 等 の 開催 ・ 参 加 
2 部 会 の 活動 ( 全 6 部 会 ) ” 
部 会 名 【 担 当 機関 】 平成 26 年 度 の 主 な 活動 計画 ・ 目 標 等 
産業 復興 作業 部 会 沿岸 企業 ・ 産 業 の 復興 支援 
【 岩 手 大 学 】 珍 各 種 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 組織 化 に 係る 課題 、 実 現 性 の 検 放 
只 企 業 訪問 等 に よる 要望 調査 
医療 福祉 体制 作業 部 会 見 守り を 核 と し た 生活 支援 型 コ ミュ ニテ ィ づ くり 
【 岩 手 県 立 大 学 】 副 見 守り に 関す る 実態 調査 の 実施 
客 ] CT 活用 ポー タル サイ ト の 構築 検討 
か け 橋 作業 部 会 復興 支援 プロ ジェ クト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 の 推進 
【 岩 手 県 】 吾 復興 支援 マッチ ング の 推進 
呈 復 興 関連 情報 の 発信 、 復 興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 




















東北 未来 創造 イニ シア ティ | 人 材 育成 (地域 リー ダー の 養成 ) 










































































ブ 作業 部 会 【 岩 手 銀 行 】 副 第 1 期 未 来 創造 塾生 22 名 に 対す る 継続 支援 
副 第 2 期 未来 創造 塾 の 開講 、 公 開 フ ォ ー ラ ム 等 の 開催 
復興 教育 作業 部 会 「 い わ て の 復興 教育 」 プ ログ ラム の 推進 支援 
【 岩 手 大 学 】 吾 復 興 教育 の 講師 を 派遣 する 、「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 推進 
情報 を ご 提供 下さ い 














機構 で は 、 ホ ー ム ペー ジ な ど を 活用 し た 、 会 員 ・ 一 般 向 け の 情報 発信 を 行っ て いま す 。 

会 員 の 皆様 に お いて 、「 イ ベン ト を 予定 し て いる 」 「 周 知 し た いこ と が ある 」 な ど 、 発 信 し た い 情 報 が ある 場合 
は 、 機 構 事務 局 あ て ご 相談 ぐだ さい 。 

な お 、 事 務 局 に お いて 機構 と し て の 発信 が 適当 で は な いと 判断 し た 場合 は 、 お 断り させ て いた だ く 場 合 が あり ます 
の で 予め ご 了承 願い ます 。 






















































































いわ て 未来 づく り 機 構 事務 局 か ら の お 知ら せ 本 
会 員 各 機関 の 代表 者 、 担 当 者 、 メ ー ル アド レス 等 に 変更 が あっ た ら 、 事 務 局 まで お 知ら せく だ さい 。 お 
すぅ 

〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 (担当 : 澤田 、 田 山 ) る 
電 話 :019-629-5215 (FAXO19-629-5254) E-mail : aa0001 @pref. iwate. jp ーー 
o ヽ ヾ * ・ ・ ビ 1 む て 

ホー ムペ ー ジ http ://iwatemirai. com/ Ei 


